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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 6日 (2006.11.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 情 報 処 理 装 置 と と を 有 す る シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と を 有 線 接 続 す る 有 線 接 続 手 段 と 、
　 上 記 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と を 無 線 接 続 す る 無 線 接 続 手 段 と 、
　 上 記 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と が 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ り 有 線 接 続 さ れ た こ と
を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 上 記 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ て 、 上 記 無 線 接 続 手 段 に よ る 無 線 接 続 す る 際 の 認 証 に 用
い る 認 証 情 報 を
　 有 線 通 信 に よ り 記 憶
す る 記 憶 手 段 と 、
　 こ と を 特 徴 と す る
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 上 記 有 線 通 信 に よ り 相 手 装 置 に
送 信 し 、 該 相 手 装 置 の メ モ リ に 記 憶 さ せ る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に お い て 、
　 上 記 記 憶 手 段 は 、 上 記 の メ モ リ と 、
上 記 情 報 処 理 装 置 の メ モ リ と に 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 上 記 認 証 情 報 は 、 上 記 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ て 自 動 生 成 し た 認 証 コ ー ド と 、 上 記

乃 至 上 記 情 報 処 理 装 置 の 無 線 通 信 部 の 固 体 識 別 情 報 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と が 分 離 し た こ と を 検 出 す る 分 離 検 出 手 段 と 、

無 線 通 信 装 置
無 線 通 信 装 置
無 線 通 信 装 置
無 線 通 信 装 置

生 成 す る 生 成 手 段 と 、
上 記 生 成 手 段 が 生 成 し た 上 記 認 証 情 報 を 、 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ る

を 有 し 、 上 記 認 証 情 報 は 、 有 線 接 続 を 検 出 す る 毎 に 異 な る 情 報 で あ る

上 記 記 憶 手 段 は 、 上 記 生 成 手 段 が 生 成 し た 認 証 情 報 を 、

生 成 手 段 が 生 成 し た 認 証 情 報 を 、 上 記 無 線 通 信 装 置

無
線 通 信 装 置

無 線 通 信 装 置



　 上 記 分 離 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ て 、 上 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ た 認 証 情 報 を 用 い
て 、 上 記 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と の 無 線 接 続 時 の 認 証 を 開 始 す る 認 証 手 段 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 と 有 線 接 続 す る 有 線 接 続 手 段 と 、
　 上 記 と 無 線 接 続 す る 無 線 接 続 手 段 と 、
　 有 線 接 続 さ れ た こ と を 検 出 す る 検 出 手 段
と 、
　 上 記 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ て 、 上 記 際 の 認 証 に
用 い る 認 証 情 報 を
　 上
記 に 記 憶 さ せ る 記 憶 手 段 と 、
　 こ と を 特 徴 と す る
情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　
　

【 請 求 項 ８ 】
　
　

【 請 求 項 ９ 】
　
　
　

　
【 請 求 項 １ ０ 】
　

　
　

　

　

　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 情 報 処 理 装 置 お よ び 無 線 通 信 装 置 、 そ れ ら の 認 証 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
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無 線 通 信 装 置

無 線 通 信 装 置
無 線 通 信 装 置

上 記 有 線 接 続 手 段 に よ っ て 上 記 無 線 通 信 装 置 と

無 線 接 続 手 段 に よ っ て 無 線 接 続 す る
生 成 す る 生 成 手 段 と 、

上 記 生 成 手 段 が 生 成 し た 上 記 認 証 情 報 を 、 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ る 有 線 通 信 に よ っ て
無 線 通 信 装 置
を 有 し 、 上 記 認 証 情 報 は 、 有 線 接 続 を 検 出 す る 毎 に 異 な る 情 報 で あ る

請 求 項 ６ に お い て 、
上 記 記 憶 手 段 は 、 上 記 生 成 手 段 が 生 成 し た 認 証 情 報 を 、 上 記 情 報 処 理 装 置 の メ モ リ に 記

憶 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。

請 求 項 ６ に お い て 、
上 記 認 証 情 報 は 、 上 記 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ て 自 動 生 成 し た 認 証 コ ー ド と 、 上 記 情

報 処 理 装 置 の 無 線 通 信 部 の 固 体 識 別 情 報 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。

請 求 項 ６ に お い て 、
上 記 無 線 通 信 装 置 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と が 分 離 し た こ と を 検 出 す る 分 離 検 出 手 段 と 、
上 記 分 離 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ て 、 上 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ た 認 証 情 報 を 用 い

て 、 上 記 無 線 通 信 装 置 と の 無 線 接 続 時 の 認 証 を 開 始 す る 認 証 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。

他 の 装 置 と 有 線 接 続 す る 有 線 接 続 手 段 と 、 上 記 他 の 装 置 と 無 線 接 続 す る 無 線 接 続 手 段 と
を 有 す る 情 報 処 理 装 置 の 認 証 方 法 で あ っ て 、

上 記 他 の 装 置 と 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ り 有 線 接 続 さ れ た こ と を 検 出 す る 検 出 工 程 と 、
上 記 検 出 工 程 に お け る 検 出 に 応 じ て 、 上 記 無 線 接 続 手 段 が 無 線 接 続 す る 際 の 認 証 に 用 い

る 認 証 情 報 を 生 成 す る 生 成 工 程 と 、
上 記 生 成 工 程 に お い て 生 成 し た 上 記 認 証 情 報 を 、 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ る 有 線 通 信 に よ

り 上 記 他 の 装 置 と の 間 で 設 定 す る 設 定 工 程 と 、
上 記 他 の 装 置 と 無 線 通 信 す る 際 に 、 上 記 設 定 工 程 に お い て 設 定 し た 認 証 情 報 に よ る 認 証

を 行 う 認 証 工 程 と 、
を 有 し 、 上 記 認 証 情 報 は 、 有 線 接 続 を 検 出 す る 毎 に 異 な る 情 報 で あ る こ と を 特 徴 と す る

認 証 方 法 。



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 線 接 続 と 無 線 接 続 と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 と に お け る 接 続
認 証 の 技 術 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 有 線 接 続 と 無 線 接 続 と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 と と に お け る 接
続 認 証 の 際 の 処 理 を 、 こ と を 目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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、 無 線 通 信 装 置

、 無 線 通 信 装 置
セ キ ュ リ テ ィ を 低 下 さ せ ず に 、 簡 単 に 実 行 す る

本 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 と 無 線 通 信 装 置 と を 有 す る シ ス テ ム に お い て 、 上 記 無 線 通 信 装
置 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と を 有 線 接 続 す る 有 線 接 続 手 段 と 、 上 記 無 線 通 信 装 置 と 上 記 情 報 処
理 装 置 と を 無 線 接 続 す る 無 線 接 続 手 段 と 、 上 記 無 線 通 信 装 置 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と が 上 記
有 線 接 続 手 段 に よ り 有 線 接 続 さ れ た こ と を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 上 記 検 出 手 段 に よ る 検 出
に 応 じ て 、 上 記 無 線 接 続 手 段 に よ る 無 線 接 続 す る 際 の 認 証 に 用 い る 認 証 情 報 を 生 成 す る 生
成 手 段 と 、 上 記 生 成 手 段 が 生 成 し た 上 記 認 証 情 報 を 、 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ る 有 線 通 信 に
よ り 記 憶 す る 記 憶 手 段 と を 有 し 、 上 記 認 証 情 報 は 、 有 線 接 続 を 検 出 す る 毎 に 異 な る 情 報 で
あ る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム で あ る 。

ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 無 線 通 信 装 置 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と が 分 離 し た こ と を 検 出 す る 分
離 検 出 手 段 と 、 上 記 分 離 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ て 、 上 記 記 憶 手 段 に よ り 記 憶 さ れ た 認
証 情 報 を 用 い て 、 上 記 無 線 通 信 装 置 と 上 記 情 報 処 理 装 置 と の 無 線 接 続 時 の 認 証 を 開 始 す る
認 証 手 段 と を 有 す る シ ス テ ム で あ る 。

さ ら に 、 本 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 無 線 通 信 装 置 と 有 線 接 続 す る 有 線 接 続 手 段
と 、 上 記 無 線 通 信 装 置 と 無 線 接 続 す る 無 線 接 続 手 段 と 、 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ っ て 上 記 無
線 通 信 装 置 と 有 線 接 続 さ れ た こ と を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 上 記 検 出 手 段 に よ る 検 出 に 応 じ
て 、 上 記 無 線 接 続 手 段 に よ っ て 無 線 接 続 す る 際 の 認 証 に 用 い る 認 証 情 報 を 生 成 す る 生 成 手
段 と 、 上 記 生 成 手 段 が 生 成 し た 上 記 認 証 情 報 を 、 上 記 有 線 接 続 手 段 に よ る 有 線 通 信 に よ っ
て 上 記 無 線 通 信 装 置 に 記 憶 さ せ る 記 憶 手 段 と を 有 し 、 上 記 認 証 情 報 は 、 有 線 接 続 を 検 出 す
る 毎 に 異 な る 情 報 で あ る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。



【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 情 報 処 理 装 置 と と を 有 線 接 続

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 接 続 認 証 コ ー ド 記 憶 部 内 の Ｐ Ｉ Ｎ コ ー ド 記 憶 テ ー ブ ル に 記 憶 さ れ て い る Ｂ Ｄ ＿ Ａ
Ｄ Ｄ Ｒ と 接 続 認 証 コ ー ド と が 、 記 憶 可 能 な 数 を 超 え た と き に 、 上 書 き 処 理 を 行 う よ う に し
て も よ く 、 選 択 的 に 消 去 す る こ と が で き る よ う に し て も よ く 、 全 部 を 一 度 に 消 去 で き る よ
う に し て も よ い 。
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無 線 通 信 装 置 す る 毎 に 、 異 な る 認 証 情 報
が 両 装 置 に 記 憶 さ れ る の で 、 無 線 通 信 の 認 証 を 、 安 全 か つ 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。

以 上 の よ う に 、 上 記 各 実 施 例 に よ れ ば 、 情 報 処 理 装 置 と 無 線 通 信 装 置 と を 有 線 接 続 し た
際 に 、 無 線 接 続 用 の 認 証 情 報 を 記 憶 す る の で 、 セ キ ュ リ テ ィ を 低 下 さ せ る こ と な く 、 無 線
接 続 の 際 の 接 続 認 証 処 理 を 簡 単 に 実 行 す る こ と が で き る 。

ま た 、 上 記 実 施 例 に よ れ ば 、 情 報 処 理 装 置 と 無 線 通 信 装 置 と の 分 離 を 検 出 す る と 、 有 線
接 続 時 に 自 動 的 に 記 憶 し た 認 証 情 報 を 用 い て 、 無 線 接 続 認 証 を 行 う の で 、 無 線 通 信 を 介 す
る 際 の 操 作 を 簡 単 に す る こ と が で き る 。

ま た 、 上 記 実 施 例 に よ れ ば 、 認 証 情 報 を 自 動 生 成 す る の で 、 ユ ー ザ 操 作 を 低 減 す る こ と
が で き る 。

ま た 、 上 記 実 施 例 に よ れ ば 、 自 動 生 成 し た 認 証 コ ー ド と 、 無 線 通 信 部 の 固 体 識 別 情 報 と
を 認 証 情 報 と す る の で 、 認 証 コ ー ド だ け の 認 証 よ り も セ キ ュ リ テ ィ を 強 化 す る こ と が で き
る 。
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